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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月23日(2020.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の工程（ｉ）～（iii）を含む毛髪処理方法。
　工程（ｉ）：以下の成分(A)を含有する第一の組成物を毛髪に適用する工程
　　(A) 分子量が350以下であり、かつフェノール性水酸基を１以上４以下有する芳香族
化合物又はその塩
　工程（ii）：工程（ｉ）の後、毛髪を15℃以上100℃以下で15秒以上60分以下放置する
工程
　工程（iii）：工程（ii）の後、以下の成分(B)を含有する第二の組成物を毛髪に適用す
る工程
　　(B) 分子量が300以下の芳香族スルホン酸又はその塩
【請求項２】
　工程（iii）の後、毛髪をすすぎ流す工程を含み、工程（iii）と毛髪をすすぎ流す工程
の間に、更に工程（iv）を含む、請求項１に記載の毛髪処理方法。
　工程（iv）：第二の組成物を塗布した毛髪を15℃以上100℃以下で１分以上60分以下放
置する工程
【請求項３】
　成分(A)の芳香族化合物の無機性値が100以上500以下かつ有機性値が120以上300以下で
ある請求項１又は２に記載の毛髪処理方法。
【請求項４】
　第一の組成物中における(D)以下の一般式(D-1)で表される有機溶剤の含有量が10質量％
以下である請求項１～３のいずれか１項に記載の毛髪処理方法。
　　　　Ｒ2－(ＯＣＨ2ＣＨ2)q－Ｒ3　　　　(D-1)
〔式中、Ｒ2は水素原子又は炭素数１以上５以下のアルキル基を示し、Ｒ3は水素原子又は
水酸基を示し、ｑは０以上５以下の整数を示す。ただし、ｑが０である場合にはＲ2及び
Ｒ3は同時に水素原子とはならず、ｑが０でない場合において、Ｒ2が水素原子である場合
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Ｒ3は水素原子、Ｒ2がアルキル基である場合Ｒ3は水酸基である。〕
【請求項５】
　第一の組成物中に、更に成分(C)として増粘剤を含有する請求項１～４のいずれか１項
に記載の毛髪処理方法。
【請求項６】
　第一の組成物の25℃におけるpHが、２以上10以下である請求項１～５のいずれか１項に
記載の毛髪処理方法。
【請求項７】
　第一の組成物の25℃におけるpHが、５以上８以下である請求項１～６のいずれか１項に
記載の毛髪処理方法。
【請求項８】
　第二の組成物中に、更に成分(C)として増粘剤を含有する請求項１～７のいずれか１項
に記載の毛髪処理方法。
【請求項９】
　第二の組成物中に、更に成分(E)として芳香族アルコールを含有する請求項１～７のい
ずれか１項に記載の毛髪処理方法。
【請求項１０】
　工程（iv）において毛髪を放置する際の温度が15℃以上30℃未満である請求項２～９の
いずれか１項に記載の毛髪処理方法。
【請求項１１】
　工程（iv）において毛髪を放置する際の温度が30℃以上100℃以下であり、かつ放置時
間が１分以上30分以下である請求項２～９のいずれか１項に記載の毛髪処理方法。
【請求項１２】
　還元剤を含む毛髪処理剤及びpH12～14の毛髪処理剤のいずれを髪に塗布する工程も含ま
ない１～11のいずれか１項に記載の毛髪処理方法。
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